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学校関係者評価委員会だより 

                                  令和７年度第２号 

 

令和８年３月３日(火)10：00～12：00 に、令和７年度第 2 回学校関係者評価委員会を開きました。参加者は、学校関係者評価委員 4 名、本学園から４名で、全員参加

の計８名でした。 

今回の委員会では今年度の前期に立てた教員自己評価の目標の報告、また、園の近況などについて園から説明の後、協議、情報交換を行い、アイディアをいただきました。 

 

  

 

1、   今年度の重点目標と重点テーマ    

 〇 今年度の重点目標 

   ・本園の教育目標、教育内容について、保護者や社会へよりわかりやすく具体的に伝える方法を考える 

   ・多様化する社会のニーズをくみ取り、これからの本園が向かう方向を捉える。 

 〇 今年度の教育テーマ 

   ・人間関係 ～自分らしさを大切にし、言葉で思いを伝え合う関係づくり 

 

２、 重点目標達成のために 

     〇 時間の確保⇒・教職員全体で情報を共有するための大きな課題となった時間の確保については、計画通り、長期休みの時に行うことができた。また、時間の

確保ができた教職員ごとに、園内研修を小集団で行ったため、意見の出し合いや提案がしやすくなり、集中した学びにつながった。 

〇 研修内容 ⇒・教育課程や日課を改めて学びなおし、不適切保育についても学びなおした。 

        ・教育課程の理解において、経験年数などによって差が生じやすいため、定期的に行う必要が出てきた。 

・さまざまな研修を受けることで、それぞれの年齢の発達に対する理解不足が明確になったため、発達段階の研修も改めて取り入れていくべき

と感じた。 

     〇 業務の分担⇒・細かく分担することで、一人ひとりの責任の持ち方が変わった 

・日々の業務の中で気付いたことなどを伝え合う機会が増え、分担の見直しにつながった 

〇 コミュニケーションの活性化⇒・会議等々に不在時の伝達事項など、文書などで見える化を行うことで、全教職員が把握できたのが良かった 

・経験年数が浅い教職員が、自分の思いや考えを言葉にして伝えることに苦手さを感じる場面があり、十分な意見交換が深まらない場面が

あった。そのため、安心して発言できる環境づくりを工夫する事で、チームワークの向上につなげていきたい 

３、 教員自己評価 

     〇 自己評価のためのチェックリストについて 

       ・年 3 回は、なかなか難しく、例年通りになってしまったが、チェック項目をほぼ昨年度と同じにしたため、昨年度のチェックリストと比較ができた 

       ・昨年度と比較すると、全体的に自己評価が若干下がっている。 

        考察すると⇒7 年度入職職員が数名いること、さらに、園内研修等において、学びがあったことで、捉え違いへの気付きや向上心の上昇など、自分への評価

が、厳しくなったことがあげられると推測される。 

〇基本項目 ⇒ 毎年だが、教育要領・保育指針の理解が低い。 

⇒ 難しそうに明記しているが、普段、教職員が子どもと関わったり計画立てたりする際に自然と行っていること、気にかけていること、意識して

いることであることを認識するように工夫が必要。 

〇 専門職としての質の向上 

⇒ 自分の保育を振り返ったり、スキルアップの研修を受けたりする余裕を持てるようにまだまだ、仕事内容の負担の軽減は必要。 

 

 

〇 子どもの主張を活かした遊びを考えていて良いと感じた。 

 

ご意見等 

    〇 自己評価は自分に厳しくつけていて、もう少し高めても良いのでは？ 

    〇 自己評価の厳しさは、人それぞれのため、上のものが評価したらどうだろうか？ 

    〇 経験値による差は、苦労すると思いますが、意見を出し合ってよいものを作ってください。 

    〇 立場毎にチェックリストの項目を変えたらどうだろうか？ 

    〇 チェックリストのチェックが必要ではないだろうか？ 

     〇 若い先生方ならではのできることもあるので、若い方の活躍の場も大切にしてください。 

 

☆ とても素晴らしいアイディアやご意見を本当にありがとうございます。地域のみなさまにとっても、子どもたちにとっても良い方向に向かえるよう検討し、

相談させていただきます。 

 

 

 

 

 

園からの説明 

ご感想等 

学校関係者評価委員の皆さまには、お忙しい中、ご来園いただき、熱心に話し合っていただきました。 

次の委員会までにいい報告ができる様、これから精進してまいりたいと思います。 


